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【方法】約 6 ヶ月の間に名古屋第二赤十字病院を受診した発症 24 時間以
内の急性期脳梗塞患者 183人(男性 114人,女性 69人,平均年齢 72.7歳)を
対象とした。入院日及び入院後 7 日の時点で患者血清中の high-
sensitivity C-reactive protein(hs-CRP)及び HMGB1を測定し、さらに両
時点で National Institute of Health Stroke Scale(NIHSS）を記録して
脳梗塞重症度を評価した。また、適切な検査を行った後に脳梗塞の病型分
類を行った。脳梗塞体積は入院時に撮影した頭部 MRI拡散強調画像を用い
て計測した。入院後 1 年の時点で臨床的予後を modified Rankin 
Scale(mRS)にて評価した。また,コントロールとして 16 人の健常人ボラン




【結果】脳梗塞患者では血清 hs-CRP 及び HMGB1 は健常人よりも有意な増
加が確認された(both p<0.01)。入院後 7 日では hs-CRP は有意に入院時よ
りも増加した(p<0.01)が、HMGB1 は入院後 7日と入院時点で有意差を認め




が 7.5 ng/mL よりも高い症例では、mRS で評価される１年後の予後が悪い
ことが確認された(odds ratio 2.34)。 
【結論】血清 hs-CRP も HMGB1 も脳梗塞後に上昇する血清中蛋白であり炎
症を反映するものであるが、血中濃度の挙動は異なっていた。血清 HMGB1
濃度は脳梗塞体積との相関関係を認め、脳梗塞病型分類での差は認めなか
ったことから、血清 HMGB1濃度は、脳梗塞機序ではなく脳梗塞の体積に依
存していることが確認された。さらに多変量解析の結果から、脳梗塞患者
で HMGB1 血清濃度測定を行うことで脳梗塞の予後予測をより正確に行う
ことができるようになると考えられた。 
